
様式2

まちづくり交付金　事後評価シート

矢作地区

平成２０年１２月

愛知県岡崎市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 85ha

交付期間 0.357

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度モニタリング 評価値
あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

平成18年度～平成20年度 平成20年事後評価実施時期 1,486

愛知県 市町村名 岡崎市 地区名 矢作地区

事業名

－

－

交付対象事業費

矢作東小学校校地拡張事業、矢作東小学校屋外便所設置事業、矢作市民センター施設整備事業、矢作支所・調理室（交流センター内）

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

国費率

－ －

西部地域交流センターの整備、矢作市民センターの機能の充実、矢作
東小学校における学校開放用施設の充実により、市民団体が活発化
し、団体数が増加したことにより、地域に本拠をもつ市民団体数は目標
値を達成している。

道路や下水道整備など都市基盤の充実による地区の人口増加、自転
車駐車場の充実による放置自転車の減少、西部地域交流センターへ
の利用者の増加の影響などもあり、駅乗降客数は増加している。

平成21年4月

数　　値 フォローアップ
予定時期

○

平成21年4月
西部地域交流センターの整備、矢作市民センターの機能の充実
などにより、市民活動施設の利用者数は目標値を達成してい
る。

40

2,114,963

新たに追加し
た事業

－

－

指　標

－

－

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

交付期間
の変更

－

－

－

平成21年9月○

指標５

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

数　　値 効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

モニタリング ・交付期間中（中間期）におけるモニタリングの実施

－

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

－

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

・指定管理者による西部地域交流センターにおける運営方法の
検討
・自主防災組織・活動の充実・活発化

西部地域交流センターを拠点として活用する地域活動が発展するよう、施設の企
画・運営について住民の意見を反映させるための組織（運営懇談会）の成立を目
指す。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

・西部地域交流センターの基本設計・運営方法の検討にあたっての住
民参画（市民検討会議の開催）
・西部地域交流センターの基本設計・実施設計にあたっての報告会

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

・西部地域交流センターの企画・運営について住民の意見を反映させるための組織（運営懇
談会）の成立を目指す。
・西部地域交流センター内の防災活動室を拠点として、自主防災活動を支援し、活動の充
実・活発化を図る。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

モニタリング時からの事業の進捗による効果の変化等を踏まえて、事後
評価を適切に実施する。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

その他の
数値指標２

その他の
数値指標1

実施状況 今後の対応方針等実施内容

目標値

－

 ５）実施過程の評価

 ３）その他の数値指
標
　　（当初設定した数
値
　　目標以外の指標）
に
　　よる効果発現状
況

指　標
従前値

○矢作橋駅周辺の利便性・快適性の向上　　　○まちづくりを担う地域力を育む環境の充実
○安全・快適な生活環境の土台となる都市基盤の充実

その他の
数値指標３

指標1

指標２

矢作橋駅乗降客数

指標４ －

指標３

矢作地域に本拠をもつ
市民団体数

団体

人／年度

2,054,308
平成
20年度

－

1年以内の
達成見込み

109,902

効果発現要因
（総合所見）

－

目標
達成度

○

－

 ２）都市再生整備計
画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

市民活動施設利用者数 28,840
平成
15年度

1,893,469
平成
15年度

1,930,000

－

10
平成
16年度

56,300

平成
20年度

27

平成
20年度

－

人／年度

25

 １）事業の実施状況

－

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、
実施した事業

事業名

当初計画
から
削除した
事業

市道矢作14号線改良工事、市道東洋紡績南北5号線改良工事、矢作橋駅南口自転車駐車場、岡崎市西部地域交流センター



様式２－２　地区の概要

単位：人／年度 28,840 H15年度 56,300 H20年度 109,902 H20年度

単位：団体 10 H16年度 25 H20年度 40 H20年度

単位：人／年度 1,893,469 H15年度 1,930,000 H20年度 2,114,963 H20年度

単位：

単位：

矢作地区（愛知県岡崎市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・矢作市民センター・西部地域交流センターの機能の充実・相乗効果を図るとともに、地域行事への参画など、両施設と地域コミュニティとの連携の強化を図る。
・矢作東小学校における学校開放事業を推進し、地域コミュニティの活性化を図る。
・駅周辺の道路環境の整備、自転車駐輪場の利用者の偏りを解消し、駅周辺の利便性・アクセス性の向上を図り、住民が交流しやすい環境をつくる。
・道路整備による安全性・快適性のさらなる向上、地域の防災対策の充実、自主防災活動の支援・充実などにより、安全に暮らせる環境を市民に提供する。

まちの課題の変化
・北口と南口の自転車駐車場の利用者の偏りを解消するよう利用方法の改善が必要。
・国道１号や下水道整備の推進による都市基盤の充実を図り、健康的な生活環境、地震、浸水などの災害に備え、安全に暮らせる環境を市民に提供する。

目標値 評価値

大目標：安全で良好な生活環境を創出する交流とふれあいのまちづくり推進

目標１：市民活動の多様化と地域住民の交流促進を支援し地域の活性化を図る
目標２：地域整備を行い安全で安心な地域環境をつくる
目標３：災害に備え、地域住民が安心して暮らせる生活環境の充実

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

矢作地域に本拠をもつ市民団体数

市民活動施設利用者数

矢作橋駅乗降客数

■基幹事業
矢作橋駅南口自転車駐車場整備工事
自転車駐車台数　約350台

○関連事業
矢作橋駅バリアフリー化事業
EV２基、多目的トイレ１基

■基幹事業

市道東洋紡績南北５号線改良工事

L＝97ｍ　W＝5.7ｍ→7.5ｍ

□提案事業
矢作市民センター施設整備事業
矢作支所跡地スペース整備工事
200㎡

○関連事業
公共下水道事業（国庫補助事業）

■基幹事業
市道矢作１４号線改良工事
L＝50ｍ　W＝5.0ｍ→7.5ｍ

□提案事業
矢作東小学校屋外便所設置事業
１棟

□提案事業
矢作東小学校校地拡張事業
面積：2,000㎡

西部地域交流センター建築工事　総延床面積：2,532
㎡
■基幹事業
RC造３階建　延床面積　2,160㎡
駐車場台数　約100台
・市民活動ステーション
・活動室：３室
・防災活動室
・多目的ホール：400席　他
□提案事業
・行政機関出張所機能：矢作支所　307㎡
・調理室　65㎡

○関連事業
国道１号岡崎環境整備事業
L＝1,400ｍ
W＝18.0ｍ→30.0ｍ


